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はじめに

　学校管理職試験で合格論文を書くためには、必須の「技術」があります。
この技術を身に付けることができれば、どんな問題が出ても自分の力で合格
論文を書き上げることができるようになります。
　本書は受験者の先生方に、この「技術」を伝えるとともに、実際に「これ
だけ書ければ合格」といえる模範論文を多数掲載し、めざすべき「ゴール」
を示します。

　私は 39 歳で教頭試験に合格し、42 歳で教頭になりました。そして、44 歳
で校長試験に合格することができ、47 歳で校長に着任しました（教頭・校
長とも当時県下最年少で着任）。そして、教頭５年、校長 13 年の計 18 年間
の楽しい学校管理職生活を送りました。
　教頭試験を受験する際には、友人３名と管理職試験の研究会を立ち上げ、
ともに勉強しました。幸い合格したことで、その後、研究会には多くの後輩
が入会しました。そして、たくさんの後輩の受験者の論文添削指導や面接試
験対策をしてきました。こうした経験をもとに、学校管理職試験における合
格論文の書き方をまとめたのが、本書です。
・管理職試験の受験を決意したが、何から始めたらよいかわからない
・たくさんの模範論文を読んできたが、未だに書き方がわからない
・どんな問題でもきちんと書き上げるにはどうしたらよいのかわからない
　こんな悩みを持つ方は、ぜひ本書で学び、試験に備えてください。

　本書の内容について、若干説明します。
　第１編は、「合格論文を書く技術」です。
　第１章「評価される大論文の書き方」では、大論文（本書では、1,200 ～ 2,000
字で書く論文を「大論文」と呼んでいます）の書き方について、基礎・基本
から、応用、注意すべきポイントまでを解説します。大論文は、現在学校教
育が抱えているさまざまな課題について、校長や教頭などの管理職として行
う方策について書くものです。したがって、思いついたまま書く随想や随筆
と違って、合格するための書き方があります。
　まず、設問で掲げられた課題をどのように捉えるのか、そして、序論の書
き方、本論の中での柱の立て方、論・例・策の書き方、結論の書き方などに
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ついてまとめました。さらに、時系列に沿った書き方、多角的な視点で考察
するコツなどを解説しています。
　第２章「差がつく小論文の書き方」では、大論文とはまた異なる小論文を
書くための工夫を解説しています。800 字程度の小論文は、字数が少ない分、
きわめて短い時間しか与えられません。したがって、小論文特有の書き方を
知っていることが、合格するためには必要です。
　第３章の「ダメ論文の添削改善例」では、このような論文では絶対に合格
しないだろう、という典型例を９つ例示しました。そのうえで、どのように
改善すれば合格論文にできるかを示しました。この添削改善例を参考に、ぜ
ひ自分の書いている論文と比較して、論文の書き方を工夫してみてください。
　第４章の「職務論文の書き方」では、東京都で行われている校長試験の事
前提出の論文の書き方を示しました。
　第２編は、「模範論文」です。
　第５章「校長論文の模範解答例」では、1,200 字と 1,500 字の論文を、学校
論・教師論・子ども論・教育論の４つのテーマごとに、各７本、計 28 本掲
載しました。
　第６章「教頭論文の模範解答例」も同じく 28 本を掲載しました。
　第７章の「小論文の模範解答例」では、各テーマ５本、計 20 本の論文例
を 800 字で掲載しました。
　論文には、「不易」と「流行」の問題があります。この論文例で示したよ
うに、学校・教師・子ども・教育それぞれのテーマで、さまざまな課題があ
ります。本書は、その中でもアップトゥデートな課題を選んで書いてありま
すので、ぜひ参考にしてください。
　私は、現在も学校管理職試験研究会の会長として、校長試験や教頭試験、
指導主事試験などを受験する先生方のお手伝いをしています。
　本書が受験される先生方のお役に立ち、試験に合格されることを心よりお
祈り申し上げます。

　平成 26 年４月　
� 学校管理職試験研究会会長
� 久保田 正己
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第１章　評価される大論文の書き方
	 ① 学校課題への最善な解決策を記述する―――14

	 ② 論文の決め手は「論・例・策」―――16

	 ③ 「序論」は 4 文で決める―――18

	 ④ 「柱」を立てて読みやすい論文にする―――21

	 ⑤ 設問に対応した「柱」を立てる―――24

	 ⑥ 「柱」としっかりリンクした「論」を書く―――27

	 ⑦ 「例」には成果や効果を必ず入れる―――29

	 ⑧ 抽象的でなく具体的な「策」を書く―――32

	 ⑨ 「策」は重要な順に番号を付けて書く―――35

	 ⑩ 「結論」では覚悟や決意を示す―――38

	 ⑪ 「結論」は「光る言葉」で差をつける―――40

	 ⑫ 小見出しで分ける書き方もある―――42

	 ⑬ 柱や小見出しを立てずに書く―――45

	 ⑭ 時系列に沿って対応策を書く―――48

	 ⑮ 多角的な視点で対応策を考える―――50

第２章　差がつく小論文の書き方
	 ① 小論文は実務能力が問われる―――54

	 ② 小論文には不易と流行の問題がある―――56

	 ③ 小論文も「序論・本論・結論」が基本―――58

	 ④ 小論文は特に「策」が重要―――60

	 ⑤ PDCA の観点から「策」を並べる―――63

	 ⑥ 法規に関する得意分野を持つ―――65

第１編　合格論文を書く技術

〈学校管理職試験　合格論文の技術〉� ◉目次
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	 ⑦ 「個」と「全体」をふまえて書く―――67

	 ⑧ 事例問題は正確な事実を把握する―――69

	 ⑨ 事件 ･ 事故は漏れなく指示を書く―――72

	 ⑩ 管理職の視点を文末で示す―――75

第３章　ダメ論文の添削改善例
	 ① 序論が長すぎる論文―――80

	 ② スローガンを並べた論文―――83

	 ③ 「策」が１つだけしかない論文―――86

	 ④ 「論」だけを繰り返し述べる論文―――89

	 ⑤ 随想風でまとまりがない論文―――92

	 ⑥ 勤務校を批判する論文―――95

	 ⑦ 勤務校の活動報告を述べる論文―――98

	 ⑧ 過去の経験の思い出に浸る論文―――101

	 ⑨ カタカナが必要以上に多い論文―――104

第４章　職務論文の書き方
	 ① 職務論文を書くためのポイント―――108

	 ② 学校の現状を正確に分析する―――110

	 ③ 課題実現を阻む問題点を指摘する―――112

	 ④ 具体的 ･ 現実的な解決策を提示する―――114
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第５章　校長論文の模範解答例

	 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――120	
	 	 ① 魅力ある学校づくりの推進―――120

	 	 ② 組織マネジメントの確立―――122

	 	 ③ 校長のリーダーシップの発揮―――124

	 	 ④ 教育課程の質的な管理―――126

	 	 ⑤ 学校経営方針の浸透―――128

	 	 ⑥ 特色ある教育活動の推進―――130

	 	 ⑦ 部活動顧問の後継者育成―――132

	 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――134

	 	 ⑧ 教師力の育成に向けた取組み―――134

	 	 ⑨ わかる授業の実践と教職員の指導―――136

	 	 ⑩ 校長校務の引継ぎ―――138

	 	 ⑪ 教職員の資質向上への取組み―――140

	 	 ⑫ 効果的な教員評価の実践―――142

	 	 ⑬ ICT の利活用の推進―――144

	 	 ⑭ 児童の立場に立った生徒指導―――146

	 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――148

	 	 ⑮ 課題解決に取り組む態度の育成―――148

	 	 ⑯ 学力の向上に向けた取組み―――150

	 	 ⑰ 不登校問題への対応―――152

	 	 ⑱ 体力・運動能力の向上への取組み―――154

	 	 ⑲ 学習意欲の向上と学習習慣の確立―――156

第２編　模範論文
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	 	 ⑳ 生徒指導への取組み―――158

	 	 ㉑ 道路横断中の事故への対応―――160

	 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――162	
	 	 ㉒ 教育目標の実現に向けた取組み―――162

	 	 ㉓ 言語力の育成―――164

	 	 ㉔ 調和のとれた教育課程の実践―――166

	 	 ㉕ 道徳教育の充実への取組み―――168

	 	 ㉖ 新たな職の設置と学校経営―――170

	 	 ㉗ 生きる力を育む学校づくりの推進―――172

	 	 ㉘ 伝統や文化に関する教育の充実―――174

第６章　教頭論文の模範解答例

	 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――178

	 	 ① 人事考課の推進―――178

	 	 ② 防災教育の推進―――180

	 	 ③ 学校内の定期的見回り―――182

	 	 ④ 学級崩壊への対応―――184

	 	 ⑤ 校内研修の推進―――186

	 	 ⑥ 少人数指導への取組み―――188

	 	 ⑦ 怪我への対応と安全の確保―――190

	 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――192

	 	 ⑧ 体罰防止への取組み―――192

	 	 ⑨ 学年主任への指導―――194

	 	 ⑩ 不祥事の防止・服務の徹底―――196

	 	 ⑪ 教員の多忙化への対応―――198

	 	 ⑫ ベテラン教員の退職への対応―――200
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	 	 ⑬ 初任者研修の充実―――202

	 	 ⑭ 校内人事への適切な対応―――204

	 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――206

	 	 ⑮ 生徒の暴力行為への対応―――206

	 	 ⑯ 社会性や規範意識の向上―――208

	 	 ⑰ いじめの根絶に向けた取組み―――210

	 	 ⑱ 家庭学習指導の推進―――212

	 	 ⑲ インフルエンザ・感染症への対応―――214

	 	 ⑳ 生活習慣・運動習慣の確立と定着―――216

	 	 ㉑ 器物損壊事件への対応―――218

	 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――220

	 	 ㉒ 基礎・基本の習得―――220

	 	 ㉓ 学校評価の推進―――222

	 	 ㉔ 公共の精神の涵養―――224

	 	 ㉕ 豊かな心の育成―――226

	 	 ㉖ キャリア教育の推進―――228

	 	 ㉗ 食育の推進―――230

	 	 ㉘ 効果的な小中連絡会の実施―――232

第７章　小論文の模範解答例

	 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――236

	 	 ① 授業の充実に向けた取組み―――236

	 	 ② 活力ある学校運営―――237

	 	 ③ 命を大切にする教育の推進―――238

	 	 ④ 職員会議の活性化―――239

	 	 ⑤ 特別支援教育への取組み―――240
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	 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――241

	 	 ⑥ 指導力不足教員への対応―――241

	 	 ⑦ ミドルリーダーの育成―――242

	 	 ⑧ 教職員のメンタルヘルス対応―――243

	 	 ⑨ 教職員の服務―――244

		  ⑩ 教職員のモラル―――245

	 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――246

	 	 ⑪ 奉仕体験活動の充実―――246

	 	 ⑫ 読書活動の推進―――247

	 	 ⑬ 携帯・ネット犯罪の防止―――248

	 	 ⑭ 小１プロブレムへの対応―――249

	 	 ⑮ 不審者への対応―――250

	 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――251

	 	 ⑯ 学校評議員の活用―――251

	 	 ⑰ 環境教育の推進―――252

	 	 ⑱ 地域の人材活用―――253

	 	 ⑲ 学校運営協議会への対応―――254

	 	 ⑳ 家庭・地域の教育力の向上―――255
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CHECK!

◎本論の中は「柱」を立てて「論・例・策」を盛り込む
◎分量のバランスを考えて構成する

◆論文の記述の仕方
　管理職試験では、論文の書き方に関する決まりや形式は特にありません。
原則は自由記述です。しかし、論文は受験者の主張を記述するものですから、
随筆や随想のように自分の思いつくままを書いても説得力は出てきません。
課題に正対した、説得力のある論文を書くには、記述の工夫が必要です。
　説得力のある書き方の基本は、「序論・本論・結論」という形です。
　「序論」では、設問内容が教育委員会が抱えている課題であり、早急に教
育現場で解決すべきであるという現状認識や解決への方向性を示します。
　次に論文の中心となる「本論」では、学校全体でこのように実践すると課
題解決に結び付く、という具体的方策を述べます。また、本論の中には２～
３本の「柱」を立て、「論・例・策」という構成で記述すると、論点が整理
された、明確な主張を述べた論文になります。この「論・例・策」の３つが、
説得力ある論文を書くためのポイントです。
　最後に「結論」では、どんなに困難な道であろうとやりぬく、という決意
と覚悟を力強く示して、論文をまとめます。

◆「論・例・策」の記述の仕方
　論文には、約 1,200 字から 2,000 字で書く、分量の多い「大論文」と、約
800 字程度の分量の少ない「小論文」の２つがあります。大論文の場合は、「序
論・本論・結論」の形で構成し、本論の中に３本の「柱」を立てて、「論・例・
策」という形で記述すると、多くの視点から論文記述ができます。
　「柱」は、設問の課題を解決していく視点や方法を簡潔にまとめたものです。
「ビジョンを明確にして、組織の活性化を図る」という文章形式でもよいし、
「学校の教育プラン立案を核に」といった言い切りの形でもよいと思います。
課題解決の方針を明確に伝えることが大切です。

❷論文の決め手は「論・例・策」
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　「論」は、その「柱」を立てた理由を書きます。「どんな学校をつくるのか、
どんな生徒を育てていくのか明確なビジョンを示すことで、学校は保護者や
地域住民から信頼されるのである」といった具合です。
　「例」では、「柱」の効果を裏付ける現任校や前任校での取組みや、その取
組みによって変容した事実などを記述します。
　最後に「策」では、設問の課題への解決策として、校長や教頭になったと
きにどのような手立てで実践をしていくのかを記述します。この「策」が貧
弱だと説得力に欠けてしまいます。このように、３本柱の論文の場合は、視
点や方向の異なる「柱」を３つ書き、それぞれの「柱」の中で「論・例・策」
を記述します。1,600 字程度で、解答用紙が 40 字× 40 行の大論文（40 行論文）
の場合は、概ね次のようになります。

１．序論　　５行

２．本論　　（１）柱１　論・例・策　　11 行

　　　　　　（２）柱２　論・例・策　　10 行

　　　　　　（３）柱３　論・例・策　　10 行

３．結論　　４行

　800 字程度の小論文の場合は、柱は２本程度にして記述しなければ、論点
を明確に示した論文にはなりません。柱の中も、「論・例・策」ではなく、
柱１は「論・策」、柱２は「例・策」と、論と例はどちらかにすると簡潔に
記述できます。どちらの柱にも、「策」は必須です。

１．序論　　３行

２．本論　　（１）柱１　論・策　　７行

　　　　　　（２）柱２　例・策　　８行

３．結論　　2行

　序論は、問題の背景やその解決の仕方などを３行程度で記述します。論や
例も短く記述し、策も重要なものを２つか３つ書くといっぱいになります。
そして、結論は２行でまとめます。全体として歯切れのよい記述が求められ
ます。
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CHECK!

◎ ｢例｣ は多くの教育実践から最適なものを選択する
◎仕えた校長・教頭の実践でもかまわない

◆今までの教育実践から ｢例｣ を記述
　｢例｣ とは、｢柱｣ の内容に関わる教育実践の例を書くものです。
　今までの教育実践経験の中から、児童・生徒が変容した例など成果を上げ
た取組みを選び、「このような実践を行った結果、このような成果を出すこ
とができた」と記述します。
　現任校の実践だけでなく、前任校の実践でもかまいません。しかし、成果
や結果の出ていない単なる経験談を記述したり、低い水準の ｢例｣ を記述し
たりしても意味がありません。受験者は長い間教員をしてきたわけですから、
今までに ｢柱｣ に関わる実践を経験したことが必ずあるはずです。自分の実
践だけでなく、仕えた校長・教頭の中での実践でもかまいません。それらの
実践の中から最適なものを選んで、「その実践に学んで、自分は管理職とし
て次のような『策』を掲げて、実践していく」という書き方になります。

◆必ず「成果」と「結果」を書く
　実際の例題で ｢例｣ の書き方を考えてみましょう。｢あなたは校長として、
教員の不祥事防止にどのように取り組んでいきますか｣ という問題です。

解答例A

（柱）１．校内研修会等で、計画的・組織的に指導する

（論）※省略

（例）現任校では、夏休みに校長と教頭による、教職員の服務に関する研修会

を実践している。懲戒処分や分限処分とは何か、信用失墜行為にはどのよう

なものがあるかなど丁寧な説明を行っている。

　解答例Ａに掲げられた「例」は、内容に悪いところはないのですが、「柱」

❼  「例」には成果や効果を必ず入れる
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では「計画的・組織的」と書かれているため、これでは少し物足りません。
また、この「研修会」でどのように教職員が変容したのか、その成果や結果
が示されていません。
　また、夏休みに服務に関する研修を行うだけで、教職員の不祥事防止が図
られるくらいであれば、これだけ多くの教職員の不祥事による問題が社会問
題になることはありません。ですから、これでは管理職論文の「例」として
は不十分です。

解答例B

（柱）１．校内研修会等で、計画的・組織的に指導する

（論）※省略

（例）前任校では、会議中の短い時間を活用し、時期に応じた服務規律遵守の

研修を行っていた。また校長から「教職員事故防止ワンポイント集」が配布

され、職員会議ごとに少しずつ説明していくことで、教職員の意識を継続す

ることができていた。

　解答例Ｂでは、短い時間でも時期に応じた服務規律遵守の研修を行ってい
ることが書かれています。これならば、１年間を通じて研修が続くため、教
職員の服務に対する勤勉な態度の維持を図ることができるはずです。また、
２文目には、「教職員の意識を継続」と書かれていますが、このように成果
や結果を書いておくことが大切です。そうすると、この「例」を受けて、自
分が管理職として行う「策」は、より発展した高度のものが記述できるよう
になります。事実だけを書いていたのでは、「例」としては物足りません。
　次の例題で見てみましょう。「不登校問題にあなたは教頭としてどのよう
に対応していきますか」という問題です。

解答例C

（柱）１．不登校防止対策を明確にし、不登校減少に努める

（論）※省略

（例）前任校では、いじめ・不登校対策委員会を組織し、日頃の生徒の様子に

ついて定期的に情報交換を行っていた。また、指導者を招聘して生徒の行動

に関する校内研修会も実施していた。
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問題

　子どもたちにとって魅力ある学校づくりが必要です。あなたは校長として

魅力ある学校とはどのような学校だと捉えていますか。また、あなたの学校

を魅力ある学校にするために、校長としてどのように取り組んでいきますか。

具体的に述べてください。（1,500 字程度）

解答例

　日々生徒にとってよくわかる授業が行われ、生徒が学校行事や部活動に生
き生きと取り組んでいる学校、それを教職員がしっかり指導できている学校
こそが魅力的な学校である。また、いじめや暴力行為などがなく、不登校に
対してもしっかり取り組んで生徒指導体制が確立できている学校は、学校全
体が落ち着いていて、保護者や地域から信頼されるはずである。私は校長と
して次のような取組みで、こうした魅力ある学校をつくってまいりたい。
１．教育課程の編成をもとに、質の高い授業を実践する
　学校生活で過ごす時間の大半は授業であるため、生徒にとってよくわかる
授業を行うことが必要である。学ぶ楽しさやわかる喜びを実感し、基礎的・
基本的な内容が着実に身に付き、発展的な内容にも取り組んでいけるような
教育課程の編成に取り組むことが重要である。
　前任校では、生徒にとっての基礎的・基本的な知識や技能の習得に向けて、
教育課程の編成をもとに、全教職員が授業の中で着実に実践することで、授

◉解答のポイント
　「魅力ある学校」とはどのような学校なのか自分の考えを整理した上で、実現するた
めの具体的な方策を考えます。まずは、授業などの教育活動を魅力あるものにしなけ
ればならないでしょう。さらに、それを実践していく教職員の力を高めることも必要
なはずです。行った教育活動に対してしっかりと自己評価し、保護者や地域の代表者
による学校関係者評価を受け、教育活動の質を高めていく必要もあります。
　豊かな心の育成や確かな学力、心身ともに健康な子どもの育成を図る魅力ある学校
づくりには、こうした視点が大切です。

❶魅力ある学校づくりの推進 〈学校論〉
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業内容の改善を図ることができた経験がある。これに学んで、校長として年
度当初の教育課程編成を全教職員に的確に行わせ、わかる授業の実践に結び
付ける。そして教科指導では、少人数指導やチームティーチングの活用など
学習集団の編成や学習形態を工夫する。生徒の実態に合った、主体的に学習
できる学習集団の編成を行い、生徒一人ひとりに目の行き届いた指導を展開
する。
２．力のつく校内研修を行い、教職員の指導力を高める
　教職員の授業指導力や生徒指導力が高まれば、生徒の行動は安定し、落ち
着いた学校生活を送ることができる。そして、魅力ある安定した学校をつく
り出すことができる。そこで、学校経営方針に教職員の指導力向上を掲げ、
重点目標として取り組む。年度当初の人事考課では、本年度に何を向上させ
ていくのか目標を立てさせ、当初面談や中間面談、最終面談などを通して目
標達成に向かわせる。また生徒指導主任を中心に生徒指導の校内研修を行わ
せるほか、研修主任には授業研究にも取り組ませ、教職員の力を高める。ま
た、休憩時間や放課後などを活用して、教師と生徒がコミュニケーションを
図る機会を意識的に設け、生徒理解をさらに深める。
３．教育活動に対する学校評価を的確に行い、信頼される学校をめざす
　学校における教育活動を効果的に行っていくためには、教職員が教育活動
に対してしっかりと自己評価をし、保護者や地域にその情報を提供すること
が大切である。そして的確な学校関係者評価を行い、学校としてその反省を
もとにより効果的な教育活動を行っていくことが、魅力ある学校づくりにつ
ながる。保護者が安心して子どもを預けられる学校、地域の人に子どもが生
き生きとして学ぶ姿の見える学校が生まれていく。
　私はまず学校評価をしっかりと行い、その結果を学校だよりや学校ホーム
ページで公開し、適切な学校関係者評価に結び付けていく。学校関係者評価
で得られた結果については、全教職員できちんと受け止めて対策を考察し、
PDCAサイクルを生かした学校改善を行っていく。また、地域と連携し地域
の指導力活用にも取り組み、学校・家庭・地域が一体となった取組みにまで
向上させ、効果を高めていく。
　私は校長として、生徒が今日も学校で学べてよかったと実感でき、保護者・
地域が学校の改善を感じ、教職員の力が日々向上していくような学校をつく
り上げていく。自己研鑽にも努め、校長としてリーダーシップを発揮し、魅
力ある学校づくりを行っていく覚悟である。


